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株式会社 ナビタイムジャパン

岡野 宙輝

～混雑の可視化が社会にもたらすインパクト～

電車混雑予測



電車混雑予測
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混雑状況 首都圏

電車混雑動画 ～平日・首都圏～

Youtube: https://youtu.be/JzU6diMuExU
この動画は、次のソフトウェアを使用して作成しています【Mobmap】http://shiba.iis.u-tokyo.ac.jp/member/ueyama/mm/



発表構成サービス紹介
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1. 電車混雑予測とは

•サービス紹介

•算出方法

•精度検証

2. 混雑回避分析
•経路選択モデル

•路線別の影響

3. まとめと今後の展開



電車混雑予測とは
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サービス紹介
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時刻表



サービス紹介
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途中駅リスト



サービス紹介
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混雑回避
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電車混雑予測 処理プロセス
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電車混雑予測 電車混雑ダイヤグラム
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小田急
小田原線

東武
東上線

西武
池袋線

東急
田園都市線

準急の時間
は平準化

急行が走りだすと
間引かれ混雑

各停は
快適通勤

複々線化による
混雑緩和に期待
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電車混雑予測 朝ピーク１時間の混雑率（最混雜区間）
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ナビタイムジャパン算出結果

国土交通省混雑率データ

大都市交通センサス(2015)

大都市交通センサスより
国土交通省公表データに近い

小田急江ノ島

東京モノレール

丸ノ内

短い路線が
はずれている傾向



混雑回避分析

(C) NAVITIME JAPAN 13



基礎集計経路選択分析
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41%

27%

17%

8%

7%

表示順別の経路選択率

※ 5～8時, 出発1時間以上前の検索における割合

電車混雑回避ルート

事前に情報提供 → 一定のユーザは混雑を回避

※ 検索結果に5経路表示された場合

経路詳細画面の
メモ・カレンダー

登録操作により判定
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混雑回避分析 経路選択モデルの構築結果

説明変数 推定値 t値

所要時間 [10分] -0.99 -45.84

待ち時間 [10分] -0.96 -47.34

運賃 [100円] -0.44 -35.41

乗換回数 [回] -0.90 -50.37

混雑^2 x 時間
[10分 x 混雑^2]

-0.0067 -13.71

第一経路ダミー 0.88 52.59

混雑表示ダミー 0.50 8.48

サンプル数 31934

調整済み尤度比 0.27

所要時間価値 [円/分] 22.4

乗換抵抗 [分/回] 9.09

1ヶ月、3万件のデータを元に多項ロジットモデルにて推定

１．
２．
３．
４．
５．
６．

0.6分 1.0分 1.4分 1.8分 2.2分

アイコン間の混雑不効用

混雑１段階が30分乗車の場合
0.6～2.2分差に相当
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混雑回避分析
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路線別利用人員増減図 （１日 500万ユーザ）

空いている路線や始発で

座れる区間のユーザ増

推定したモデルで

ユーザが混雑を認知した

シミュレーション結果

運賃収入増加上位路線

線名 収支（円/日）
割合
（％）

東京モノレール 132648 0.442

京葉線 94325 0.094
武蔵野線 79203 0.062

有楽町線 64353 0.065

田園都市線 61230 0.048

運賃収入減少路線

線名 収支（円/日）割合（％）

山手線 -262866 -0.098

東海道線 -129302 -0.068

京浜東北 -94601 -0.045

東北本線 -64110 -0.046

京急本線 -58849 -0.065

混んでいて都
心に始発駅が
少ないJR線が

減少

混雑度が非表示の
京急線から転移

空いている
路線に移動

始発駅周りで
利用者増



まとめとこれから
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まとめ
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 電車混雑予測とは
 乗換アプリに混雑度を表示

 大都市交通センサスなどを元に算出
 精度検証

 国土交通省の発表と概ね一致

 混雑回避分析
 混雑回避経路は事前に提示されれば7%選択される
 30分電車に乗った場合の不効用は
混雑率約40%の差が0.6~2.2分相当

 影響が大きい区間では±1%程度の人員変化

首都圏鉄道の混雑緩和、快適で安心な移動の実現に貢献



これから

(C) NAVITIME JAPAN 20

今後の展開

1.精度の向上

2.回避の促進

3.規模の拡大



１．精度の向上
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鉄道事業者との連携の模索

列車A

列車B

列車C

※小田急アプリ

リアルタイムの混雑度

鉄道事業者
データ

ナビタイム
データ

掛け合わせ
て算出

車両別混雑度

検索
ログ



２．回避の促進
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分散乗車による混雑緩和（ナビタイムマイレージ）

混雑緩和にインセンティブを



３．規模の拡大
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１．事業者アプリとの連携（構想）

増え続ける
鉄道事業者アプリ

自前の混雑情報は
ごく断片的

情報源

アプリ

路線

DL数
(Google

Play Store)

1万+1+

×
非対応

△
新車

◎
各社

少ない

迂回×

共用×

＋

◎
各社

情報源

アプリ

路線

網羅性〇 精度〇

NAVITIMEの
基礎データを活用
してもらいたい

1000万+



３．規模の拡大 １．事業者アプリとの連携 （実績 ～東急～）

東急線アプリの混雑度情報はNAVITIMEが提供

◎
各社

情報源

アプリ

路線 〇
東急全線

東急線アプリ画面 提供スキーム

乗入車両
にも対応！

更なる連携を計画中

オープンイノベーションへの第一歩を踏み出した


